
文部科学省 特別教育研究経費「国際的標準として認知される工学プログラム開発

－欧米諸国工学系大学を超える工学教育プログラムの構築－」

国国際際的的標標準準ププロロググララムム パパネネルルデディィススカカッッシショョンン

大学の国際化をどう進めるべきか
～教育の質保証を中心として～

日 時 平成２２年６月１８日(金) １４：３０～１６：３０

場 所 豊橋技術科学大学 講義棟 A１－２０１講義室

地球環境保全など世界各国の技術者が共同で取り組むべき課題の増加や、企業の世界展開

などで、技術者が取り組む課題や職場環境のグローバル化が急速に進んでいます。技術者を

育てる大学においても、学生の国際的流動化に対応した教育の質の国際的な保証に向けた動

きが進んでいます。ヨーロッパ高等教育圏建設に向けたボローニャプロセスが進行する中で、

我国も留学生３０万人計画など、国内の多くの大学で国際化の新しい取り組みが進められて

います。

本パネルディスカッションでは本学が４年間の予定で実施中の「国際的標準として認知さ

れる工学プログラムの開発－欧米諸国工学系大学を越える工学教育プログラムの構築－」プ

ロジェクトの一環として、昨年度に実施した国内外の大学における教育の質保証と国際化に

関する調査を基に、本学が今後構築を目指す国際的標準として認知される新しい工学教育プ

ログラムについて議論を深めたいと思います。

＜ プ ロ グ ラ ム ＞

主催：豊橋技術科学大学工学部、国際戦略本部／Organized by Toyohashi University of Technology 
連絡先：豊橋技術科学大学工学部国際交流課国際交流係（内線：6571）

総合司会 ：竹市 力

14:30-14:40 学長挨拶 ：榊 佳之

プログラム趣旨説明 ：竹市 力

14:40-16:25 パネルディスカッション

ディスカッションリーダー ：梅本 実

・大学教育の国際化

・教育の質の保証

・留学生（海外事務所、特別英語コース）

・今後の活動計画

16:25-16:30 閉会挨拶 ：神野 清勝


